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犠臨床工学科
臨床工学科16年度目標
1．中央管理システムの実現
　・院内、全医療機器台数の把握
　・全医療機器の点検方法のマニュアル化
　・点検マニュアルに基いた保守点検を行い安全な医療機器の提供を心がける。
2．患者への情報提供を充実させ、看護部門の協力のもと、患者自身が透析療法について考えることができるよ
　　う援助する。
　・看護部門の協力のもと患者個々にあった情報提供の充実を目指し、患者自身が自ら目標を見い出せるよう援
　助する。
3．安全管理システムの充実
　・透析チェックシートを活用しながら新たなシステムの問題点を見つけだす。
　・透析装置における安全運転チェックシートの構築を充実させる。
4．自己研鑓の意識を育む
　・透析室内で勉強会の当番の定期化を行い、事業計画に盛り込み、課題提供の中から自己を見つけだす。
上半期目標評価
1．院内医療機器の台数を把握、マニュアル作製等準備から開始し、点検修理を定期的に行っている。今後、点
　　検方法マニュアルの充実させ院内での業務の定着、より安全な機器管理を目指す。
2．定期的に透析効率を中心に情報提供を行ってきたが、透析量のデータについてより患者にわかりやすく、情
　報に興味を持ってもらえるよう説明方法の工夫など検討する。
3．看護部門との協力のもと安全な業務遂行のため、透析チェックシート、装置チェックシートの見直しは常に
　行っているが、今後も検討を重ねていきたい。
4．透析室での勉強会の当番化により確実に浸透しはじめていると思われる。院外研修にも積極的に参加し、知
　識の習得を目指したい。
4月　・ベネットメンテナンス講習会参加
　　　・C室　透析機器の点検、調整
　　　・プラットアクセス管理セミナー参加
　　　・東機貿ニューポート呼吸器セミナー初級コース参加
　　　・中央管理体制構築に向けての準備
　　　・院内電気点検立ち会い
　　　・KT／V、　TAC－BUN、　PCR検討
5月　・安全な医療機器提供の為　医療機器中央管理の開始
　　　・医療機器定期点検の実施
　　　・透析液　エンドトキシン測定
　　　・ベネット　バージョンアップ
　　　・KT／V検討
　　　・実習指導
6月　・B室患者骨密度測定
　　　・情報提供として　患者個人に透析量のデータをグラフ化し、説明　配布
　　　・血液漏れセンサーの試作
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　　　・KT／V検討
　　　・実習指導
　　　・研究「老人透析」について　データ取り開始
7月　・A室骨密度測定
　　　・実習指導
　　　・ペインレスニードルの研究開始
　　　・KT／V、　TAC－BUN、　PCR検討
8月　・透析室落下菌検査
　　　・東機貿ニューポート呼吸器セミナー上級コース参加
　　　・KT／V検討
9月　・アサヒメディカルダイアライザー性能評価準備
　　　・「クライオフィルトレーションの治療経験」研究開始
　　　・KT／V検討
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